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感 線 の 包 括  
マリアン・ムーアの「結婚」¶（1）  
森 田  孟  
「結婚」“Marriage”ほ，生涯未婚だった「出しゃばらない，慎しやかな」  
（self－effacing）1）詩人マリ7ン′・ムーア（Mariarll】e Moore，18871972）が，  
1923年の後半に，小冊子として，Wheeler’sManikinPressより出版した作品  
で『全詩集』2）に収録された125篇中，最長の総計289行からなる詩である。同  
じ頃に構想され，引き続き書かれて翌年発表された「蛸」l‘An Octopus”a）と  
共に，人生を支える主要な価値のような重大な関心事を扱った4〉ムーアの代表  
作の一篇であり，彼女の例にして例の如き自注が『全詩集』ではびっしり施さ  
れている。その全貌を，まず拙訳によって眺めてみることにする。  
結 婚 MaTriage   
この制度を  
人ほおそらく 事業と呼ぷべきだろう  
それに敬意を払って  
人は 自分が信じてきたものについて  
心を変える必要はないと言う，  
私的な義務を果そうとする  
自らの意図が  
公然と約束されることを要求しながら。  
アダムとイヴはそれについて  
今はどう考えるかしら，  
黄金色に生彩溢れる  
この金箔鍍金された鋼を，  
何とそれほ輝いてみえることか－  
「多くの利権を危くする，   
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巡回してゆく伝統と詐欺の数々の」，①  
犯罪になる器用さを全て避ける  
ように求めながら！  
あらゆるものを説明する心理学ほ  
何も説明しない，  
だから私たちほ依然として迷っている。  
イヴ：美しい婦人 【  
私ほ彼女に逢ったことがある  
その時彼女は 堂々として立派だった  
彼女は私をびっくりさせた，  
三カ国語－－  
英語，独語，仏語一で  
同時に書けて②  
しかもそうしながら詰もできたのだ，  
動揺を要求するにも  
条件として平静を求めるにも同じようにきっぱりと。  
「私ほともかく独りでいたい」  
それに対して訪問者は答える  
「私ほ独りでいたい，  
共をこ，独りでいましェうよ」。  
白熱光を発する星々の下に  
白熱光を発する果実の下iこ  
実の異様な経験が。  
その存在ほ余りに大きすぎる，  
それほ人を粉ごなに引き裂き  
新鮮に波打つ意識の各々は  
毒なのだ。  
「彼女を見よ，この道常の世界での彼女を見てみよ」⑨  
あの最初の水晶のような精巧な実験の  
中心的な欠陥，  
まずは興味を掻き立てる不可能事でしか  
あり得ないこの融合iま，  
それをこう記述している   
横線の包括   
「あの奇妙な天国，  
肉体，石，  
黄金や壮麗な建物とは違った  
私の生涯の至高のもの。  
水面の盛り上りと共に  
舟が盛り上るように  
平和な状態にあって  
昂揚する心臓」④だと。  
あの蛇のことを話しながら強いられて一  
礼節史上，蛇の皮を脱ぎ棄てて  
再び元へ戻ることはない－  
アダムを罪から免れさせる  
あの貴重な出来事を。  
それに彼ほ美しくもある，  
それが苦しめているのだ一あの，おお汝よ  
r女へ丁女から，  
汝なしでほ無となる一アダムを。  
「何か猫のようなもの，  
何か鳩のようなもの」㊥－】一何と真実なことか！  
エメラルド鉱山を描いたあのペルシャの細密画の中の  
据った神話上の怪物，  
生糸の象牙の白の，雪白の，  
牡蠣の自の，そしてその他六つ一  
豹と麒麟の一杯いるあの小放牧場一  
青い梯形がばら撒かれた  
レモソ黄色の長い体躯をして。  
言葉を生生と使って，  
打たれ終らぬうちに触れた時の  
シソパルのように震えながら，  
彼は正しく予言したのだ－  
あの勤勉な浸布を，  
「眼前にあらゆるものを激しく運んでくる  
迅速な流れ，   
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uたびは空気のように静まり返るかと思うと  
今度は風のように強力になる」。  
「槍の不確かな足場の上の  
亀裂を踏んで」，⑥  
女性の心の特質には  
本能的な表われとして  
安全ならぎる  
ものがあるということを忘れて  
彼は話L綻¢ナてゆく  
型通りの慣わしになった調子で，  
「過去の色々な状暦，現在の状腰  
確認のしるし，約束の数々，  
邪悪な人は苦しんだし，  
善良な人は楽Lむのだが，  
地軌 天国，  
人の喜びを促進するのに  
便利なあらゆるもの」㊦について．  
彼の中の或る心の状態が  
知覚するのだ 自分でほ知覚するとほ  
思っていなかったことを。  
「彼tま厳粛な喜びを経験する  
自分が或る偶像になってしまったことが分って」。⑥  
新萌えの葉陰の  
夜うぐいすに悩まされて，  
その沈黙に－  
その沈黙ではなく，その沈黙につぐ沈黙に，  
彼はそれについて言う，  
「そ九ほ私に火のシャツを着せる」。⑨  
「彼は敢えて両手を打って  
それを行かせてしまわないようにする  
それが飛び去らないようにと。  
もし彼が何もしなければ それは眠るだろう，  
彼が叫んでも それほ何も理解しようとしないだろう」。⑲   
燕線の包括  
夜うく｛いすに焦々させられ  
林檎に眠が眩んで，  
「火を消すのiこ有効な  
火事の錯覚」◎に駆られて，  
それと較べれば  
地上の輝きは  
鵠悪に他ならなしい一火事は  
「深いと同時に高く  
隅なく溢れていると同時に明るく  
生命そのものと同じく長く」⑫  
彼は結婚iこ措く，  
自分が立っている  
立場を台なしにしてしまうには  
「実際甚だ取るに足らないもの」⑬に一  
婦人によって父に認知されない人となった  
哲学者の気楽さ。  
助けにならないヒューメナイオスよ！  
無意味へと衰微した  
一種の育ち過ぎのキューピッド  
出口ばかりで入口が全然ない  
アダムのあの実験によって  
無意識の評言として練り歩く  
放械的な広告行為によって一  
結婿の儀式は  
そのあらゆる惜しみのなさを増大させながら。  
その渦巻状の若葉をもった歯菜，  
ハスの花々，ウチワサボテン，白いヒトコプラクダ，  
その河馬－  
社麗なカンガルーの  
結合した鼻とロー  
その蛇と強力な林檎。  
彼は私たちに告げる  
「ヘスペリデスの園の   
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樹々をヘラクレスと  
一緒iこ登ってゆく  
盲目の鷲として凝視する  
愛にとってほ  
45歳から70歳が  
最も適い、年齢である」＠と，  
それを美術品だ，実験だとして，  
義務あるいは単なる気晴らしとLて  
推賞しながら。  
人は彼を悪党と呼んでミまならないし  
乱轢を災難とも－  
愛情濃やかであろうとする奮闘。  
「如何なる真実も十分に知られるわけにはゆかない，  
論争の歯によって  
試されてしまうまでほ」⑳。  
黒い限をした青い豹，  
青い眼をした玄武岩様の豹iま，  
全く庫雅なので一  
人は賓らに通り道を与えてやらなけれはならない鵬  
黒曜石のダイアナ  
彼女は「鮨のように  
顔色を黒ずませる」⑲，  
犬釘を打た九た手は  
人を慈しみ  
その愛を骨の髄まで証明する，  
気の逸りほ独立のしるしであって  
束縛のではないと，  
Lきりに納得させようと気を逸らせて。  
「既溶着はしばしはそんな風に見るものだ」⑳。  
「ごくまれに，行きつ戻りつし，  
雑多で，マラリアに羅かって  
良い日だったり悪い日だったりして」⑩。  
私たち西洋人ほ容易にほ感情を表わさず，   
羅線の包括   
自我を喪失して，皮肉は保持したまま  
「7ハシュエロスの差し向いの饗宴lこ列席する」⑳  
蛇の舌のような小さい蘭を飾り，  
「善良な怪物よ，先導してもらおう」⑳と声をかけ，  
殆ど笑ったりほしないものの  
ユーモアほ惜し気もなく振舞って  
あのドン・キホーテ流の率直な雰囲気ミこ浸り  
そこでほ「四時は存在せず  
五時に  
淑女たちほその尊大な謙遜の態度で  
あなたを迎え入れようと身構える」㊧のだ。  
そういう所で経験が立証するのだ  
男性には力があり  
時々人ほ，それを感じさせられるのだということを。  
彼は言う。「どういう君主が赤面しないでいるだろうか  
ひげ剃りブラシのような体毛の  
妻をもらったら」⑳と。  
女性という事実は  
「フルートの音ではなくて  
毒そのもの」⑳なのだ。  
彼女ほ言う，「男性ほ独占老だ，  
〈星々，靴下留め，ボタン  
そしてその他の輝いている安びか物〉の－  
それらほ，他人の幸福を  
護る人々になるのには適しくない」⑳と。  
彼は言う，「これらのミイラは  
注意深く扱われなければならない一  
〈ライオンの食事の食べ残し層，  
脛の骨二，三本と耳の破片〉㊧が，  
Mという文字になれば  
あなたにほ分るだろう  
〈妻とは柩である〉⑳と，  
あの厳しい物には   
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楽Lい幾何学があり，それは  
人間をではなく空間を規定し，  
埋められることを拒んで  
比類なくがっかりさせ，  
親を崇めている子供が  
優れた両親に対して  
取る態度を復讐心に燃えながら取っている」。  
彼女は言う。「この煤，  
この水場，この放浪者は  
〈私の手の上に生涯，住みつこうと  
申し出た〉⑳のだ一  
それをどう処理することができるだろうか。  
シェイクスピアの時代には  
座って芝居を見詰める時間が  
もっとあったに違いない。  
あなたほ愚かな芸術家を非常に多く知っているでしょう」  
彼ほ言う，「あなたは 芸術家ではない  
愚か者を 非常に多く知っていますよム  
実際は忘れたのだ  
「或る老にほ権利だけがあり  
或る者をこは義務がある」㊧ということを，  
彼ほ己れ自身を甚だ愛しており，  
その愛情に関しては競争相手を  
放任しておけないのだ。  
彼女は己れ自身を大層愛しており，  
彼女は臼分眉身を十分理解できない｛  
象牙の上にのせた象牙の小彫像，  
為L遂げた仕事に対する賃栗として稼いだ  
大きく広がる輝きに  
論理的に最後に触れること。  
人ほ裕福ではなく貧しいのだ  
自分が非常に正しいように常に思える時には。  
人は彼らに対して何が出来るのだろうか鵬   
篠線の包括  
こういう不作法な人々に，  
人々を気高くしようという  
愚かしい仕事を機敏に引き受けようとする  
夢想家ではない人々皆に  
不平を抱かせると批難されているのだから。  
この，ペテロの説いた貞節のお手本は  
「自らの穏和な夫を捨てるのだ  
彼のことを自分が十分に理解したからというだけの理由で」金一  
あの雄弁家はあなたに思い出させる，  
「私ほ命令するためにあなたのものになっているのだ」と。  
「愛を扱えるものといえば神秘だけである。  
この認識を研究するにほ  
とても一日仕事でほ無理た」＠。  
稀だということが分かる一  
和合とではなく互いに対立している  
反対同士のものを鮮やかに把握することは，  はいセん  
それは 摘線の包括状態のうちに  
コロンブスの卵の  
実演を倭小化してきたのだった 【  
簡素の勝利だ－  
ぞっとするような冷淡さに満ちた  
あの憐み深いユーロクリドン  
それを世界ほ憎んでいる，  
こう認めながら，  
「私は大した雌牛だ   
もし悲しい目に会えば   
私ほそれを長い間感じることだろう，   
私はああいう連中の→人でほない   
午前中   
ひどく悲しんでいて   
正午になるとひどく喜ぶような」。   
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それはこう言っているのだ，「私はそれと対抗してきたのだ  
知恵に保護されている  
あの供しみ深い人々の間で，  
そこでは 討論参加者やローマ人のように  
練り歩いているように見えながら  
古風なダニエル・ウェブスタ、のような人の  
政治家精神が  
彼らの単純な気質に固執している，  
事の精髄として。  
〈自由と連合を   
今及び永遠に〉忍  
苦き物机の上に聖書を  
胸のポケットに手を」。  
〈訳注〉  
130行目 ヒューメナイオス（Hymen）： ギリシャ神話の結婚の神。松明とヴメイルを   
手にした青年の姿を取る。  
132行目 キューピッド（c11pid）：Cupidはローマ神話の，Venusの子供で，恋愛の   
媒介神。裸体の有翼美少年が弓矢を手にした姿で表わきれるのは有名。ここほ小文字   
になっていて彫像になっているものか。  
146行目 ヘスペリデスの園（thegardenoftheHesperides）：ギリシャ神話。へラが   
ゼウスと結婚した日に，大地の女神から貰った金の林檎の楽園で，四人の姉妹Aegle．   
Areth11Sa，Erytheia，Hesperiaが，竜のLadonに助けられながら守っていた。  
166行目 ダイアナ（Diana）： ローマ神話の月の女神で，処女性と狩猟の守護神。  
1釣行目 アノ、シュエロス（Ahasuerus）：紀元前五世轟己のペルシャの王でエステルの   
夫。『聖書』「エステル記」1－10，「エズラ記」4：16。  
209行目 Mという文字（抽e】et如M）：ムー7の頭文字は姓名共に“M’’だが・‥   
男性Manを表わすか。  
251行目 ペテロの説いた貞節（petrine fidelity）：カトリックでは，「ペテロの特権」  
（the Petrine privilege）というのがある。結婚時に，配偶者の一方だけが受沈着で   
あったため，後に信仰上の困難が生じた時iこ，教皇によって成される婚姻解消のこと。   
それに対して「パオロの特権」（the Pauline privilege）とは，結婚後に配偶者の一   
方だけが帰依して，末受洗の他方と宗教上の慣習で折り合わなくなった著に与えられ   
る婚姻解消の権利をいう。  
262行目 摘録（CyCloid）；数学の用語。円が一つの直線上を，滑ることなく転がる時   
に，その円の周上の一点が措く曲線のことを，サイクロイドという。その円を包む弧   
となる。   
竃線の包括  95  
267行目 ユけロクリド／（Euroclydon）：グリゲイル（gregale）ともいう気象用語．   
地中海中央部の冷たく強い北東風のこと。  
282行目 ダニエル・ウェブスター（DanielWebster）：ニューハソプシャー州生まれ   
のアメリカの政治家・大雄弁家（1782－1852）。長年上院議員として活躍し，第九代ハ  
リソン大統領，第十代タイラー大統領下の国務長官（1841－43）を務めたっ穏和ではあ   
るが奴隷制反対論者として知られていた彼は，北部の貿易上の利益のために南部を宥   
める必要上1850年3月7日，逃亡奴隷法案との妥協七支持する名演説をして，奴隷   
制反対者たちから裏切者としで済激を買い，ウィッテ7（John Greenleaf Whittier，  
1807－1892）に名作“Icabod”を苔かせることになったのは有名。この詩人は後－こ，こ   
の偉大な上院議艮に対する尊敬の念を，しかし，この憤激の詩を書いた時捏感じたこ   
ともまたなかったのだ，と回想した。雄弁と堂々たる風格の故に，その後の文学者た   
ちからしはしば言及される。  
『全詩集』の自注ほ，「私の取りとめもない空想を掻き立てた言説を，私が  
尤もらしく配列しようとしたもの」として，それらを示す行とその詩行の初め  
の部分をイタリック体で記した後に注記があり，それらほ31箇に及んでいる。  
上掲拙訳ではその箇処を示すために，①～⑪を付けておいた。以下，順に，そ  
の自注を月てみよう。〔〕内は本稿筆者の評釈である。   
① Francis Bacon．〔とだけ無愛想に注記があって，この二行の出典が示さ  
れている。〕   
② 翫壷扉所k A仰臥伍㍑言1922年1月号〔に載った文章〕「複合意識，即  
ち，尋常ならぎる連続の反射行動」〔からの一節が引かれている。〕「A壌汀シー  
英，独，仏，三カ国語を同時に書きながら詰もするだろう。〔彼女は〕その能  
力を日常生活で活用しながら両手で文字を同時に書く。つまり，最初，三番員，  
五番目の単語を左手で，二番目，四番目，六番目のを右手で。彼女は大体，外  
部へ向かって書きながら内側へも，両手で書けるのである。」   
③“George Schock”．〔とだけの注である。詩文の題であろうが，これだ  
けでほ甚だ不親切である。〕   
④ Ricllard Baxter，The Sainis’Everlasiing Resi．〔『諸聖人の永遠の  
休息』とあって，これが出典であることが分る。バックスクー（1615－91）ほ  
英国の清教徒主義（Puritanism）の神学者，牧師である。〕   
⑤ The New RePublic誌1923年3月21El号〔に載った〕Philip Littell  
のSaI】tayaTla の詩の批評〔として次の文章が引用されている。〕「我々は戸惑  
い，且つ，魅惑された。まるで何か猫のようなものによってでもあるかのよう  
に．鳩のようなものに」。   
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⑥ Hazlitt：’LEssay on Burke’s Style”．   
⑦ Richard Baxter．〔彼のどの書物か。④と同じ書物からかどうか。〕   
⑧ Filles eiGarpn（Hachette）の中のArlatOleFrance作‘‘A Travers  
Champs”，「小さいジャンは自分ほ立派なのだと納得し，そう考えると自分自  
身に対する深い敬意に満たされる。‥‥‥彼ほ自分が偶像になったと感じて，敬  
虔な喜びを味う。」〔『少女と少年』所収の「野原を横切って」からのこの文章  
ほフラソス語のまま引用ざれている〕   
⑨“The Nightingale”「夜うぐいす」という題の詩の中CDHagop Boghos－  
sian〔とある。ハゴップ・ポグホシアン，は人名か？ 未詳。甚だこれも不親  
切な注である。〕   
⑮EdⅥTardTムoma5，ダβタ乃言方ブガβ∫研ヱJダフi£βロブ7〃～βクpβJ∫（丸hrtil）Secl【er，  
1910）．〔トマスは英国の詩人（1878－1917）〕   
⑪′ ⑫ Ricllard Baxter．   
⑬ 「結婚ほ一つの法律であり，それもあらゆる法律の中で最悪のもの■、・実  
際，甚だ取るに足らぬもの」。Godwin．〔英国の女権拡張論者MaryWollstoner  
craft Godwir］（1759－97）だろうと思われるが，彼女の夫Williarr］Godwin  
（1756－1836）も小説家であると共に英国の無政府主義論の先駆者である社会  
理想家としても著名であり，この文章ほ彼のものであっても可笑Lくはない㌔  
Godwin とだけあるところが如何にもムーアらしい。〕   
⑲ Anthony Trollope，Barchesier Tolt，ers．〔トロロップが英国の小説家  
（1815－82）で『パーチェスター塔』（1857）はその代表作の一，であることは  
大した手間畷もかからずに誰にでも判るからこれだけの注でいいにしても，⑳  
の『詩人たちへの女性の影響』にほ出版社と発行年が付記されている。書名の  
知られ方の多寡だけによるものではないことは，他の注記を見渡しても明らか  
で，要するに悪意的なりである。〕   
⑮ Robert of SorboI】ne．   
⑬ Ecclesiasticus．〔聖書外典中の一書〕   
⑰ C．Bertram Hartmann．   
⑬ Richard Baxter．   
⑲ GeorgeAdamSmith，ExPositor’s Bibl．   
⑳‘nわr帥ゆ紺．〔Shakespeareの『あらし』であることは，これだけの  
注であれば尚更自明であるし，少しの手間で，誰にでも，第Ⅱ幕第ii場192行  
（ただ，原作は“good’’ではなく“brave”だが）であることが判るので，これ   
描線の包括  
で十分な注であるが，⑮，⑳は特に，注としては不十分である。〕   
⑳ Contesse de Noailles，“LeTh占”，Fbmina，December1921．「尊大な  
謙遜から彼女たちは本能的に，地球上での自分たちの役割を演ずる。」〔フラン  
ス語のままである。〕  
（暫 Mary FrarlCeS Nearing CL）もじった“The Rape of the Lock’’〔「毛髪  
の強奪」は Alexander Pope の作品〕から M．Moore〔詩人の母親であろ  
う〕の示唆で。   
⑳ A．Mitram Rihbany，TheSyrianChrist（HoughtonMifflin，1916）．  
女性たちの沈黙－「東洋人にとっては，これは音楽に合わせられた詩のよう  
なものだ」   
㊧ Miss M．Carey Thomas，創設者の演説，Mount Holyoke，1921．「男  
性ほ，実際，自分たちのために保持しているも同然なのです。威厳に満ちた葬  
儀を，豪勢な記念碑を，記念像を，学会の会員資格を，勲章を，称号を，名誉  
学位を，星々を，靴下留め，ボタン，その他の輝く安びか物を。それ自体は何  
の価値もないのに限りなく望ましいのです。何故なら，それらのものは，困難  
な仕事を成し遂げたことを，同業の熟練者たちによって認められたことを表わ  
すものだからです」  
事 「7モス書」iii，12．George Adam Smith，ExPosi10r’s Bible によ  
る翻訳。   
⑳ Ezra Pound．〔如何にもパウンドの言葉らしい言葉である。彼ほムーア  
の詩の「乾いた明晰」“arid clarity’’を覚讃し，「明らかな国産」“adistinctly  
natiollalprod11Ct”と述べている。8り   
㊧ Charles Reade，Christie／ohnson，   
⑳ 「アジア人にほ権利がある，ヨーロッパ人にほ義務がある」。Edmulld  
B11rke．〔バークほアイルランド生まれの英国の政治家で著述家（1729－97。〕   
⑳ SirnonePuget，「流行の変化」と属する広告，English Review，June  
1914：「こうして美しい人形たちは進んでゆく，自らの骨格を作り直すために  
古くからの我が家を去る時に，そして親愛なる他の人形たちは穏やかな夫を，  
十分に理解したからという理由だけで棄て去れるようになる。」   
⑳ F．C．Tilrley，『ラ・フォンテーヌの寓話』，「愛と愚行」巻Ⅶ，No．14．   
⑳ Dal－ielWebster（New York市のCentralPark にある銘付の像）。  
〔セソトラル・ノぺ－クの池でスケートを楽しんでいて，この政治家の像を見て  
ムーアの脳裡に生じたイメージ．だと，母親は手紙で語っている。7）〕   
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＊   
考えられる限りのあらゆる主題についての書物iこ馴染んでいた8）ムーアiこ，  
その「百科事典のような知識」で圧倒された人々の証言ほ，彼女の生涯にわた  
って存在するというが9），彼女の自作への自注ほ，自らの該博ぶりの誇示では  
ない。ムーアが引用を使うのは，「防備，身固めの結果であると同時に一種の  
敬意であり，視点の豊富さや意識の充実ぶりを表わす方法」州であった。ムー  
ア自身の，「オリジナ′しに無知であることほ自殺行為である」，「原物とは使い  
尽されることが決してないもの」，「代用は幾ら優れたものでも緊張が欠けたと  
いう結果になる」などの発言川が示すように，彼女の，出典′源泉についての  
自注は，他を生かすことによって自らを創造することであり，緊張を生起させ  
る手法であった。お陰を蒙っているカを自ら認めているものが芸術だという芸  
術観を，ムーアが所有していたことの証しの一つとも見ら九る12）。彼女が，価  
値のある職業としての文学生活（ユiとeraryljfe）と常に結びつけて考えていた  
のが「責任と知性」“1iability andir］telligence”だとすれば18一，尚更だが，そ  
れにLても彼女の，自作の詩句の出所・源泉の注記の仕方ほ，上述の如く窓悪  
性が高くて，読者を焦立たせるだろう。人名のみの注記なら，その人のどの著  
作なのか，著書名だけならそれのどの箇処なのか，我々は気になるのである。  
だが，これも，ムーアの作品ほ詩なのであって，学術研究論文ではない，とい  
う自明の事実が示されているだけのことにすぎまい。だから，「限前に…」（79  
－82行）の四行を，引用符に包みながら出典の注記をしなくても，ムーア白身に  
は何の差支えもないのだ。自分の詩句ではなく他者のものを利用Lたのだとい  
う，自他の峻別を誠実に行っていることの表明だけで彼女iことっては十分なの  
である。   
作者にとって十分なら読者にとっても十分，というのも，文芸作品の享受者  
の態度の一つには相違なかろう。そのために必ずしも鑑賞が行き届かないとい  
うものでもない。だが，娯楽としてならいぎ知らず，真撃な営為として「読  
む」老の態度としては，不十分というより，責任回避の不誠実というべきだろ  
う。少くとも，文学生活といえば常に「責任と知性」を念頭に思い浮かべたと  
いうムーアの読者としては，やはり，当然ながら，彼女の自注に促されて，そ  
の詩句となっているものの出所に最少限は直かに当って，引用されて使用され  
た詩句の意味を元の文脈で考慮しながら，ムーアの詩を鑑賞享受しようとする  
態度は採るべきであり∴現に多くの真撃な読者がそれを大なり小なり実践して  
今日に到っている。中には，過度と思われるものも当然，「研究者」には生ず   
橘繰の包括  
るし，それによってその当人の，ムーアの世界の把握や，作品の鑑賞・理解が  
必ずしもそれだけ深まるというわけのものでもないにしろ，文芸作品の読者の  
努力に過度という言葉はないのだから，大なり小なり稗益される筈の他の読者  
から，〈過度〉な享受態度は，其撃で無邪気である限り全て，多とされればい  
いものであろう。   
〈適度〉な享受とは，ムーア自身の注の濃度に応じた態度ではあるまいか。  
著者名だけが注記してあるもの，書名までのもの，ページまで分るもの，前後  
の文脈まで引用されて注記されているもの，更にムーアの評訳まで付されてい  
るもの，といったムーアの自注の濃密さの度合に応じて，読者は，引用された  
部分へ想いを致した上で，あとは，全て一律に，ムーア自身の詩なのだと，看  
徹すことである。「結婚」の自注で作者自身が断っている通り，彼女の空想を  
刺戟した言説を，彼女自身のものとして自らの作中に取り込んだもので，それ  
はもほや，一律に，全て，彼女自身の詩句なのだと看撤してよかろうと思うし，  
また，そうすべきものではなかろうか。ムーアほ，モンテーニュが『随想録』  
で行ったことを，詩作品で実践したのだと私は看板したい。自分の表現したい  
ことを既に先人が述べていることが判ったものは，その先人の表現を直かに使  
用しようとしたのだと。可能な限りこの方法に徹しようとした点で，ブルーム  
の引用するウォレス・ステイーヴソズの言うようにムーアは，確かにプラトン  
流の「禁欲主義」14〉着であった。   
その「禁欲主義」のムーアは，結婚については，懐疑主義者でもあったよう  
だ。彼女の母親は，彼女を懐妊中に夫と別れて実家に帰り，ムーアは父親を知  
らないままに生育】5〉し，母親の死まで母親と共に住んで，言わば母親がムーア  
の配偶者であった。成人後の彼女が周囲に見る結礪も，彼女の懐疑を緩和しな  
かったのかも知れない。友人の詩人H．D．宛ての手紙（1921年3月21日付）で，  
ある知人の結婚と関連づけて，結解というものには分別がない，常に結婚には悲  
劇の要素があるから十字軍として扱われねばならないと，書いているという18〉。   
「結婚」ほ，グリニッヂ・ヴィレッジの文学仲間たちの間で盛んに議論され  
ていた焦点の主題について善かれたものであり，人生の選択と自己の定義  
（IifeChoice and selfLdefinition）に関わる作品である17）が，スコフィール  
ド・セイヤー（Scofield Tbayer）との交際から生ずる緊張が劇化された詩で  
あろうと，既に早くから本稿が依拠しているムーアの最初の伝記作者モウルズ  
ワースは見ている1B）。彼はまた，ムーアがこの詩を書く際には，実兄夫婦を含  
めた少なくとも三組の結婚のことを念頭においていただろうと推測し，そうだ   
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とすればそれが，この詩の構造の多様な展望の説明になろうと述べるが刷  
「大抵の一夫一掃制結掛ま，相互の錯覚に基づく妥協であり，恐れによって維  
持されるといってもまず過言ではあるまい」と述べたアライズ・グレゴリー  
（Alyse Gregory）と同じ〈錯覚を拒む性質〉“antiTi11usoryquality”を共有  
すると，モウルズワースの見る20）この詩，また，結婿は永遠の状態でほないと  
余りiこも不用意に思っている人々をこの詩で掛こ怒らせたいとムーア自身が述  
べているものの，結婚についての甚だ多くの態度を振出しているが故に人を怒  
らせたりほしないとモウルズワースの言う21）この詩，更に，ムーア自身の『荒  
地』r如Ⅳα5fぞエβ7Zdであり，長く皮肉にも素通してゆく西欧の永遠の視像  
としてエリオットの作品を凌いで存続するかも知れないとブルームの予測す  
る2巳）この詩「結婚」が，如何なる享受のされ方をしてきて現在どの様な姿を見  
せているかを，次に詳しく見てみたい。  （続く）  
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4）MoleswortIl．p．186．  
5）現にBloomはWilliamだと述べている。Harold Bloom，ed‥Aすodgγ光Cγif才cαJ  
Views：Marian71eMoore（New York：ChelseaHousePublishers，1987），p■4L   
6）Molesworth，p．447．   
7）Ibid．，p．189．   
8）Ibid．，p．163．   
9）11〕id．，p．164．  
ユ0）Ibid．．p．351．  
11）Patricia C．Willis，ed‥The ComZ，lete ProseげMarianne Moore．（New  
York：Viking．1986），p．68S，p．689，p．691．  
12）『アメリカ文学評論』第11号（1990・夏）所収の拙稿「生命に貫入する視線一マ  
リアソ・ム∵一ア小考」参照。p．90．  
13）Molesworth．p．209．  
ユ4）迅】0（〉m，p．1，  
15）Molesworth，p．1．  
16）Ibid．，p．190，  
17）Ibid．，p．184．  
18）Ibid．，p．156．  
19）Ibid‥p．190，  
20）op．cit  
21）Ibid‥p．186．  
22）Bloom，p．4，p．9   
